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正午礼拝            ２００４年０２月２５日 

『死と復活の予告』 
聖 書 マタイによる福音書第２０章１７～１９節  讃美歌 ３５２ ３５６ 

         

                           説 教  森田幸男牧師 

 今日は短い箇所ですが、この箇所を通して聖書の教えに触れたいと思います。 

 今日の箇所の見出しは、「イエス、三度死と復活を予告する」となっています。イエス様

が死と復活について予告されたのは今日の箇所で三度目であります。 

 一般に人が同じ話、同じ言葉を繰り返す場合、大きく考えて理由が二つあると思います。

呆けて同じことを繰り返す場合が一つ。もう一つは大事なことを強調するために繰り返す

場合がいま一つです。イエス様が十字架にかかられた時はまだ三十台半ばですから呆ける

には早すぎます。ですからこれは強調であります。強調というより断言と言ったらいいで

しょうか。そのようにイエス・キリストは三度、ご自分の死と復活について強い調子で語

られたのであります。つまり、この道以外に自分の歩む道がないことを確信し示しておら

れるのであります。そして死の予告だけではなくて、「必ず人の子は三日目に復活する」と

おっしゃって、十字架の死とそれに続く復活をいつも併せて語っておられるのであります。 

「復活」は勿論出来事ですが、それは神によって善しとされるという意味内容が復活と

いう出来事にはあります。無慈悲なこの世の権力、それは今日のところ 

では祭司長たちや律法学者、或いは異邦人と呼ばれていますが、ユダヤの当局者によって、

イエス様が十字架上に死刑に処せられるとしても、その道は神の御心に適う道である。そ

のことを神が認めてその人を復活させられる。そういう意味において、十字架の死と復活

ということをイエス様がセットで、しかも繰り返し語られたということは、正にここに自

分の歩むべき道がある。神の御心に適う道はこれ以外にはないという確信を示しておられ

るのです。 

 勿論三度と言っても短い話の中で三度繰り返されたのではありません。弟子たちと共に

伝道されていたわけですが、その節目、節目で、死と復活ということを語られて、道を進

んで行かれるわけです。ですからイエス様と弟子たちの道は、十字架と復活を目指しての

道であったのです。そしてこの道は、ただイエス様の道というだけではなく、すべての人

間が歩むべき唯一の道としても示しておられると言うことができます。 

今日の箇所でも18節を見ますと、「イエスは十二人の弟子だけを呼び寄せて言われた。

『今、わたしたちはエルサレムへ上って行く』」とあります。「わたしたちは」と言ってお

られます。わたしとあなたたちということです。そしてこの道がイエス様お一人の道では

なくて、すべての人の道でもあるということは、死と復活を最初に予告されたマタイによ

る福音書 1６章 21 節以下を見るとはっきりしてきます。ここも表題に、『イエス、死と復

活を予告する』とあります。イエス様が死と復活のことを語られると、弟子の筆頭のペト
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ロはイエス様をわきへお連れして、「主よ、とんでもないことです。そんなことがあっては

なりません」といさめたのです。弟子が師を諌めるというのはよくよくのことです。しま

すと、「イエスは振り向いてペトロに言われた。『サタン、引き下がれ。あなたはわたしの

邪魔をする者。神のことを思わず、人間のことを思っている』」と。だからペトロがイエス

様をおいさめしたというのは人間的な考えでやっていて、神のことを思っていないという

ことなのです。「それから弟子たちに言われた。『わたしについて来たい者は、自分を捨て、

自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。』この「従う」という言葉は「同じ道を行

く」という字です。「自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのために命を

失う者は、それを得る。人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の

得があろうか。自分の命を買い戻すのに、どんな代価を支払えようか。人の子は、父の栄

光に輝いて天使たちと共に来るが、そのとき、それぞれの行いに応じて報いるのである。」

このようにおっしゃって、たとえ一時死を免れて、或いはこの世的な成功をおさめるとい

うようなことがあっても、たとえ全世界を手に入れるということに成功したとしても、自

分の命を失ったら、何の得があろうか。私たちは遅かれ早かれ死ぬわけです。けれども死

んでも死なないと言うか、死ぬのは人の定めでありますが、その定められた有限な人生の

中で、朽ちることのない命を見出さなければ、私たちは他に何を得たとしても、それは結

局むなしいことになるのです。イエス様は十字架の道、これが死をもって終らない永遠の

命に至る道であると言われるのです。それが十字架の道なのだ。これ以外に道はない。「わ

たしについて来たい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。」

つまり、わたしと同じ道を歩みなさいと言っておられるのであります。ですからこの十字

架と復活の道はまずイエス様ご自身が歩まれる道ですけれども、弟子たちにも、私たちす

べての者にも歩むようにと求めておられるのであります。 

今日のところに戻りまして20章 17節以下を読みますと、こうあります。「今、わたした

ちはエルサレムへ上って行く。人の子は、祭司長たちや律法学者たちに引き渡される。彼

らは死刑を宣告して、異邦人に引き渡す。人の子を侮辱し、鞭打ち、十字架につけるため

である。そして、人の子は三日目に復活する。」「わたし」でも「わたしたち」でもなく「人

の子」が主語になっています。これは三度も言われているので、当然この言葉に注意しな

ければなりません。私たちも何かの時に、「私たちは神の子ではなくて人の子だから弱さも

ある」というふうに言います。人の子というのは人間を表します。聖書の場合でも、「人の

子」というのはそういう弱さを持った、過ちを避けられない人間を指す用法が第一であり

ます。そういう中からいろんな経過を経てもう一つの意味はイエス様の自称で、ご自分の

ことを「人の子」と言われるのです。これは終末時の審判者・救済者という意味で「人の

子」という言葉が使われています。つまり、歴史の終わりの時に、この世のすべての者を

裁き、また救う存在を「人の子」と言っているのです。ですからこれはイエス様のことを

指します。イエス様の生き様が人を裁くのです。私たちがイエス様という方を聖書を通し

て知る時に、自分の歩みというものが裁かれるのを感じます。このイエス様という方はど
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んなこの世の裁きよりも厳しく、私たちの外面を見ないで内面の一番深いところの動機を

問題にされて裁く審判者であります。だから誰も抗弁できないような鋭い裁きを受ける経

験をします。ところが不思議に、その裁きが同時に私たちを救うところの審判でもある。

これがまたイエス・キリストという方に我々が直面するときの経験でもあります。この世

の裁きは厳しいこともありますが、人は似たりよったりですから、「人のことが言えますか」

と言い返すこともできます。けれどもイエス様の裁きに対してはそうは言えません。その

裁きが当たっていて、しかも私たちが堅く捕らわれている捕われから私たちを解放して立

ち上がらせてくださる。そういう審判者にして救済者が「人の子・イエス様」の本当の姿

です。そして先ほど申しましたように、この「人の子」は同時に人間の事。我々のことで

もあるわけです。ですから私たち自身も、イエス様が歩まれるその道を歩む。私たちの歩

む道もまた裁き的な意味を持ちつつ、また救済的な意味を持つ。そういう歩みであること

をイエス様は求めておられるのだと思います。 

近頃はカタカナの表現が多いのですが、「グローバル・スタンダード」という言葉を聞か

れることがあると思いますが、これは「地球規模の基準」、｢世界的価値観｣と言ったらいい

でしょうか。一人イエス様の歩みが、本当にグローバル・スタンダードなわけです。また

その精神に生きる人間がグローバル・スタンダードになる。つまりイラクであろうが日本

であろうが北朝鮮であろうが、ロシアであろうがアメリカであろうがフランスであろうが

ドイツであろうが、どこでもその生き方が通用し、説得力を持つ。そういう生き方、それ

が十字架の道なのだということです。 

この前の日曜日の説教において、キリスト教についてのある定義を紹介しました。フラ

ンスのアランという人の「定義集」という本が文庫本で出ていますので求められますが、

その中で「キリスト教は十字架の精神は涵養である」と定義しています。「涵養」というの

は、器に水を入れますと、溢れてそれがまわりに染み込んでいきますね。そのように十字

架の精神がずーっと染み込んで行く、その染み込んだ結果がキリスト教だというのです。

簡単ですが見事な定義です。その十字架の道、十字架の精神とは何かということについて

説教において、「それは神への従順・人への従順なのだ」と言いました。「神への従順」と

いうのは分かりますね。この世のスタンダードではなくて、神の意思に従って生きる。こ

れが神への従順です。キリストがその道を歩まれたということは分かりいいと思います。

しかしこの間少し新しい意味を込めて言ったのは、キリストの「神への従順」と表裏一体

のこととして、「人への従順」ということを申しました。「人への従順」というのは、自分

の意思を持たないで相手の意思に従って生きるということです。だから神の意思に従って

生きると同時に、人の意思、人の要求に従って生きるので自分がないわけです。自分の考

えを実行するというのではなくて、神の意思に生きる。或いは人の意思に従って生きる。

それを従順と言います。これは奴隷です。キリストは正に奴隷の如く、奴隷になりきって、

人の必要を満たす。人の救いのために、人の解放のために、キリストは、奴隷が自分の全

身全霊を主人の意思のままにささげきるようにささげられた。それが十字架の道なのです。
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つまり言い換えれば、「私心なく人のために自分をささげきる道」というのが十字架の道な

のです。 

皆さんが心底すごいなと心惹かれる人のことちょっと想像してみてください。どういう

人でしょうか。私心のある人はだめですね。けれども、私心を離れて何かに打ち込んでい

る人、仕事でも介護でも掃除でもいいのですが、そのことに心を込めて一生懸命働いてい

る姿を見ると、それがどんな職種であっても、“偉いな！自分も見習わなければ”という気

持ちになるのではないでしょうか。 

この「神への従順・人への従順」ということは、「神への愛・人への愛」と言ってもよい

でしょう。そのようなことで、この道だけが不滅なのです。そういう歩みだけがどういう

場であっても本当に輝くのです。そしてその道がグローバル・スタンダードなんです。そ

れが人を裁くのです。この世の権力を裁くのです。イエス様はこの世の権力に裁かれて、

十字架にかけられたのですが、十字架にかけられつつ、様々に捉われている人を解き放っ

て、裁いた相手の有り様というものを根底から崩していく。ですから今日の聖書の方へ戻

りますと、今日の箇所は短いのですが、ここでイエス様が言っておられることの意味は、

次回読むことになります20章 20節以下で、実はイエス様ご自身が注釈しておられると言

ってもよいのです。 

もう時間がきましたので最後の方だけを読みます。20 章 25 節以下「そこで、イエスは

一同を呼び寄せて言われた。『あなたがたも知っているように、異邦人の間では支配者たち

が民を指導し、偉い人たちが権力を振るっている、しかし、あなたがたの間では、そうで

あってはならない。あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、いちばん

上になりたい者は、皆の僕（奴隷）になりなさい。人の子（ご自分）が、仕えられるため

ではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たのと

同じように、あなたがたもそうしなさい』」と言っておられるのです。人の身代金として自

分の命を献げる。これが十字架の道なのです。 

これが聖書の示す「グローバル・スタンダード」です。このことが本当にわたしたちの

足元でも、どこの国でも、政治の中でも、経済の中でも、宗教の中でも、このことが本当

に根付いていく時、そこに不滅の命が輝き出すのです。だから死と復活はセットです。「そ

れが人の子の道。わたしの道であり、あなたがたの道である」と、このようにイエス様は

ここで言っておられるのであります。 

 

 お祈りいたします。 

神様。私たちは自分のために事をなし、自分のことを求めることによって縛られて、小さ

くなってしまいますけれども、どうかイエス・キリストのその歩みを心に留め、その言葉

を心に留め、私たちもまたその道を一歩でも二歩でも進めていくことができるようにさせ

てください。 

この祈りイエス様の御名を通し御前におささげいたします。アーメン 


